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自　令和７年４月　１日

至　令和８年３月３１日

決　算　報　告　書

一般社団法人笠間スポーツコミッション



貸借対照表

一般社団法人笠間スポーツコミッション

令和 8年 3月31日 現在 単位：円

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

【流 動 資 産】 【 671,832】 【流 動 負 債】 【 72,000】

商 品 671,832 未 払 法 人 税 等 72,000

【固 定 負 債】 【 3,381,711】

非 収 益 勘 定 3,381,711

負 債 合 計 3,453,711

純 資 産 の 部

【株 主 資 本】 【 2,781,879】

資 本 金 0

（利 益 剰 余 金） （ 2,781,879）

そ の 他 利 益 剰 余 金 2,781,879

繰 越 利 益 剰 余 金 2,781,879

純 資 産 合 計 2,781,879

資 産 合 計 671,832 負 債 ・ 純 資 産 合 計 671,832



損益計算書

一般社団法人笠間スポーツコミッション

自 令和 7年 4月 1日

至 令和 8年 3月31日 単位：円

科 目 金 額

【売 上 高】

委 託 金 9,593,672

【売 上 原 価】

期 首 棚 卸 高 742,848

＊ ＊ 合 計 ＊ ＊ 742,848

期 末 棚 卸 高 671,832 71,016

売 上 総 利 益 金 額 9,522,656

【販売費及び一般管理費】

人 件 費 3,063,921

委 託 費 316,234

旅 費 42,272

使 用 賃 借 料 370,550

工 事 請 負 17,864

公 課 費 391,897

役 務 費 106,328

事 業 費 7,716,010

需 用 費 125,697

負 担 金 2,668 12,153,441

営 業 損 失 金 額 2,630,785

【営 業 外 収 益】

受 取 利 息 8,806

雑 収 入 2,420 11,226

経 常 損 失 金 額 2,619,559

税引前当期純損失金額 2,619,559

法人税、住民税及び事業税 72,000

当 期 純 損 失 金 額 2,691,559



株主資本等変動計算書

一般社団法人笠間スポーツコミッション

自 令和 7年 4月 1日

至 令和 8年 3月31日 単位：円

株主資本

利益剰余金
純資産合計

資本金 その他利益剰余金 株主資本合計
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 0 90,320 90,320 90,320 90,320

当期変動額

当期純損失 2,691,559 2,691,559 2,691,559 2,691,559

当期変動額合計 - 2,691,559 2,691,559 2,691,559 2,691,559

当期末残高 0 2,781,879 2,781,879 2,781,879 2,781,879



個別注記表

一般社団法人笠間スポーツコミッション

自 令和 7年 4月 1日

至 令和 8年 3月31日

この計算書類は、中小企業の会計に関する指針によって作成しています。

重要な会計方針に係る事項に関する注記

資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準及び評価方法

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）を採用しています。ただし、原材料は最終仕入原価法を採用しています。

固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しています。

ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成

２８年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用して

います。

(2) 無形固定資産

定額法を採用しています。

その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

収益及び費用の計上基準

本会計は法人税法に規定する収益事業のみの会計とし、収益事業に係る原価及び経費は

、①収益事業固有のもの、②収益事業及び非収益事業共通の原価及び経費に、収益事業割

合（売上により算出）を乗じたものを合算し計上している。


